
の
両
輪
で
収
益
力
を
強
化
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
中
国
の
急
激
な
成
長

を
主
因
と
す
る
資
源
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ク
ル
が
起

こ
り
、
収
益
レ
ベ
ル
で
大
き
く
伸
長
し
た
も
の
の
、

２
０
１
６
年
に
は
終し

ゅ
う
え
ん焉

し
、
保
有
資
産
の
減
損
処

理
な
ど
で
大
き
な
一
過
性
損
失
を
計
上
し
、
赤
字

に
転
落
し
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
が
、
業
績
変
動
に
与
え
る
影

響
の
大
き
さ
を
意
識
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
や
投
資

規
律
の
徹
底
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
組
み
替
え
を
機
動
的
に
行
っ
て
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
を
高
め
て
き
た
。

　
２
０
２
０
年
代
に
入
っ
て
、
脱
炭
素
化
の
流
れ

の
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
地
政
学
リ
ス
ク
の
顕
在
化

に
よ
る
商
品
市
況
の
高
止
ま
り
が
起
こ
っ
て
お
り
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
調
達
に
注
力
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
対
し
、

商
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
、
代

替
ソ
ー
ス
の
確
保
や
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
最
適
化
に

向
け
た
機
能
と
役
割
が
増
大
し
た
こ
と
で
、
各
社

と
も
利
益
が
伸
長
し
て
い
る
。

　
い
わ
ば
、
１
９
９
０
年
代
に
生
じ
た
商
社
不
要

論
を
バ
ネ
に
し
て
、
商
社
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
取
引

先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
業
務
の
多
様
化
を
実
現

し
、
機
能
を
変
化
・
拡
充
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
柔

軟
性
こ
そ
が
、
商
社
の
最
大
の
強
み
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
商
社
は
、
海
外
の
成
長
市
場
を
主
戦
場

と
し
、
病
院
事
業
を
含
む
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ウ
ェ
ル
ネ

ス
分
野
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
次
世
代

　
総
合
商
社
は
、
日
本
の
様
々
な
産
業
・
業
界
と

の
取
引
を
通
じ
て
、
日
本
経
済
の
発
展
に
関
与
・

貢
献
し
て
き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
経

済
の
縮
図
的
な
位
置
付
け
に
あ
る
と
い
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
20
年
で
商
社
各
社
の
事
業
構
成
は
大

き
く
変
化
し
た
。

　
21
世
紀
初
頭
は
大
変
な
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
前
後
は
バ
ブ
ル
が
残
し
た
不
良
債
権

の
償
却
が
重
荷
と
な
り
、
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
や

合
併
、
再
編
、
一
部
事
業
部
門
の
切
り
出
し
や
撤

退
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
身
軽
に
な
っ

た
中
で
、
従
来
の
貿
易
仲
介
業
務
の
強
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
自
ら
資

本
を
投
下
し
、
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
価
値
を
向

上
さ
せ
て
利
益
を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
シ
フ
ト
し
た
。
総
合
的
な
事
業
投
資
会
社
と
し

て
の
機
能
を
拡
充
し
、
投
資
と
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

業
務
・
機
能
の
多
様
化

副
会
長
／
三
井
物
産
会
長
　
安や

す
な
が永

竜た
つ
お夫

業
界
を
超
え
た
シ
ー
ム
レ
ス
な

国
際
連
携
で
地
球
上
の
課
題
解
決
へ

  「
我
が
国
経
済
社
会
の
展
望
と
経
団
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
」
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を
含
め
た
政
策
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
い
か
に
実
現

す
る
の
か
、
経
済
界
自
身
も
最
適
解
を
求
め
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
点
目
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
経
団

連
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
数
と
成
功
の
レ
ベ
ル

を
５
年
で
10
倍
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
施
策
を

２
０
２
２
年
に
打
ち
出
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

は
新
陳
代
謝
を
促
し
、
明
日
を
担
う
産
業
を
生
み

出
す
原
動
力
が
あ
る
と
信
じ
る
な
ら
ば
、
大
企
業

自
身
が
、
変
革
と
成
長
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
捉
え
る
よ
う
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。
金
融
情
勢
が
変
わ
り
、
世

界
的
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
る

今
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　
３
点
目
は
、
人
的
資
本
投
資
で
あ
る
。
こ
こ
数

年
、
経
団
連
で
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

や
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
拡
大
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
・
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
強
化
と
い
っ
た
議
論
が
急
激
に
進

ん
だ
。
今
後
は
、
労
働
者
の
潜
在
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
社
内
環
境
と
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大

き
な
産
業
・
企
業
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
を
可
能

に
す
る
労
働
市
場
の
実
現
が
課
題
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
成
長
の
果
実
を
社
員
に
還
元

し
、
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
正
規
・

非
正
規
間
の
収
入
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
が
、
社

会
の
安
定
の
み
な
ら
ず
、
人
的
資
源
を
フ
ル
に
有

　
具
体
的
に
は
、
１
点
目
は
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
で
あ
る
。

経
団
連
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
提
言
は
、
日
本
政
府
の
政
策

形
成
に
反
映
さ
れ
た
。
今
後
は
ゴ
ー
ル
に
向
け
、

経
団
連
加
盟
企
業
自
身
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
と
も

に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
脱
炭
素
化
と
経
済
成
長
、
産
業
競
争
力
の
強

化
と
財
政
の
持
続
可
能
性
確
保
と
い
う
短
期
的
に

は
相
反
す
る
目
標
を
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

効
活
用
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
も
う
１

つ
は
教
育
で
あ
る
。
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
初
等
・

中
等
教
育
の
段
階
か
ら
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（V

olatility,
U
ncertainty,C

om
plexity,A

m
b
igu
ity

）

の
時
代
に
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
必
要
な
、
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ゼ
ロ
か
ら
１
を
生
み
出
す
能

力
を
い
か
に
育
む
か
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
発

信
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
４
点
目
は
、
経
済
外
交
で
あ
る
。
経
済
秩
序
の

再
構
築
に
向
け
て
、
政
府
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経

済
界
も
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

と
の
対
話
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
私
自
身
、

２
０
２
１
年
ま
で
の
４
年
間
、
日
米
経
済
協
議
会
の

日
本
側
議
長
を
務
め
た
が
、
現
在
の
よ
う
に
政
治
、

外
交
、
経
済
が
切
り
離
せ
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、

各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
未
来
志
向
の
視
点

か
ら
議
論
し
意
見
発
信
す
る
こ
と
の
意
義
を
痛
感

し
た
。
日
本
は
２
０
２
０
年
の
Ｂ
20
東
京
に
続
き
、

２
０
２
３
年
に
は
Ｇ
７
の
開
催
国
と
な
る
。
こ
う
し

た
国
際
的
な
対
話
の
場
で
、
経
団
連
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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た
め
に
は
、
産
業
構
造
の
転
換
と
高
度
化
、
Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
性
を
高
め
、
基

礎
収
益
力
を
底
上
げ
し
、
海
外
市
場
で
勝
負
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
準
備
し
つ
つ
、
労
働
力
の
流
動

性
を
高
め
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に

よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
一
人
ひ
と
り
の
個
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
成
長
分
野
に
リ
ソ
ー
ス
を

シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
課
題
先
進
国
で
あ
る
日
本
が
抱
え
る

問
題
を
国
内
問
題
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、

地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
認

識
の
も
と
、
よ
り
シ
ー
ム
レ
ス
な
国
際
連
携
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
団
連
が
担
っ
て
き
た

経
済
外
交
を
通
じ
、
ラ
イ
ク
・
マ
イ
ン
デ
ッ
ド
・
カ

ン
ト
リ
ー
ズ
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
の
解
決
や
経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
海
外
の
活
力
を
積

極
的
に
日
本
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
内
な
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
経
団
連
と
し
て
、
持
続
可
能
な
成
長
戦
略
の
実

行
に
向
け
て
、
具
体
論
で
の
施
策
を
提
示
し
、
旧

来
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
我
々
の
み
な
ら
ず
国
民
全
員
の
理
解
を
得

る
よ
う
、情
報
発
信
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
を
実
践
す
る
た
め
に
、
経

団
連
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
特
に
政
府

と
の
政
策
対
話
を
重
ね
、
規
制
緩
和
や
労
働
法
制

の
改
革
を
行
い
、
民
間
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
に
は
、
経
団
連
が
旗
振

り
役
を
担
う
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
資
本
・

人
材
の
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
効
率
よ
く
活
用
し

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
中
で
勝
ち
抜
く

日
本
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
が
、
失
わ
れ
た
30
年
か
ら
脱
し
、
次
の
経
済
成

長
に
転
じ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

Copyright © MITSUI & CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED.

�����������実現に向けた官民協力、業界横断的取組みを推進する旗振り役

• グローバル競争力の向上： 産業構造の転換、高度化、業界再編、生産性向上
• リソースシフト： 労働力の流動性、リスキリング・リカーレント教育による人材育成
• 地球規模の課題解決： 課題先進国 日本の特徴を活かしたソリューションの提供
• 経済安全保障の確保： ���������������������との連携強化・経済外交
• 内なるグローバル化： 海外の活力の積極的な日本への取り込み
• 持続可能な社会づくり： 経済構造改革をリードし、抜本的な生産性の向上

旧来の経済システムの変革の必要性について国民の理解を求める

経団連の果たすべき役割

発足 ����年 ・ 統合 ���年を見据えた経団連の役割

提供：三井物産

31 2023・1

燃
料
の
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
関
連
分
野
な

ど
、
新
た
な
成
長
分
野
で
の
事
業
展
開
に
も
挑
戦

し
て
い
る
。
海
外
の
事
業
現
場
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ

の
実
装
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
協
力
、
先
端
技

術
分
野
へ
の
先
行
投
資
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
一

方
、
こ
う
し
た
海
外
で
の
実
績
を
テ
コ
に
、
国
内

市
場
の
活
性
化
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
せ
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
地
政
学
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
経
済
活
動
に
お

い
て
も
安
全
保
障
の
視
点
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。
資
源
に
乏
し
く
、
か
つ
権
威
主
義
国
家
に
囲

ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
戦
略
的
自
律
性
と
戦

略
的
不
可
欠
性
の
確
立
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

以
前
に
も
増
し
て
商
社
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
戦
略
物
資
の
確
保
と
安
定
供
給
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
、
そ
し
て
食
料
安

全
保
障
の
強
化
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
、
脱
炭
素
化
や
低
炭
素
化
の
た
め
の
多
種

多
様
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
も

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｃ

Ｃ
Ｓ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
、
排
出
権
、
次
世
代
燃
料
、
新

地
政
学
リ
ス
ク
の
中
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
安
定
供
給
に
尽
力

る
。
Ｇ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
、

ラ
イ
ク
・
マ
イ
ン
デ
ッ
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー
ズ
（
同
志

国
）
な
ど
の
仲
間
作
り
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
経
済
外
交
を
推
進
し
、
業
界
間
の
連
携
を

通
じ
て
知
見
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
ま
た
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
様
々
な
領
域
で
革
新

的
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
と
連

携
も
、
課
題
解
決
の
た
め
に
有
用
で
あ
る
。
我
々

と
し
て
は
、
い
わ
ば
実
験
の
場
と
し
て
自
社
関
連

の
事
業
会
社
を
提
供
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
発

掘
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
組
織
内
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
汎
用
性
・
受
容
性
を
高
め
る
に

は
、
組
織
構
成
員
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
経
験
、
国
籍
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
わ

な
い
人
材
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
特
に
外
国
人
材
登
用
の

た
め
に
は
、
給
与
レ
ベ
ル
を
国
際
水
準
に
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
外
部
環
境
の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
で
、
経
済
成
長
を
果
た
し
、
サ
ス
テ

技
術
開
発
な
ど
、
ど
れ
が
最
も
効
果
を
発
揮
す
る

か
は
、
各
国
政
府
が
、
当
該
国
の
置
か
れ
た
立
地

条
件
や
推
進
の
た
め
の
枠
組
み
な
ど
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
並
行
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
向
け
、
引
き
続
き
調

達
先
の
多
様
化
や
安
定
供
給
先
の
確
保
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
太
平
洋
の
新
興
国
を
中
心
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
量
的
に
拡
大
す
る
中
、
ブ
ル
ー

Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
ア
ン
モ
ニ
ア
と
水
素
の
供
給
体
制
の
確

立
を
含
め
、
責
任
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
Ｅ
Ｖ
・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
化
の
潮

流
に
呼
応
し
、
電
池
材
料
な
ど
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ミ

ネ
ラ
ル
（
重
要
鉱
物
）
の
安
定
供
給
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
地
政
学
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
食
料
安
定
供
給
の
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
で
は
、
持
続
的
な
食
料

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
環
境
負
荷
低
減

の
課
題
が
あ
り
、
経
済
性
や
生
産
性
に
留
意
し
つ

つ
も
、
持
続
性
の
高
い
農
法
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
。

　
脱
炭
素
化
を
進
め
る
過
程
で
、
様
々
な
分
野
に

お
い
て
課
題
の
複
雑
化
が
進
ん
で
お
り
、
一
社
あ

る
い
は
一
国
だ
け
で
の
解
決
が
困
難
と
な
っ
て
い

経
団
連
が
旗
振
り
役
と
な
り

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
勝
ち
抜
く
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た
め
に
は
、
産
業
構
造
の
転
換
と
高
度
化
、
Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
性
を
高
め
、
基

礎
収
益
力
を
底
上
げ
し
、
海
外
市
場
で
勝
負
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
準
備
し
つ
つ
、
労
働
力
の
流
動

性
を
高
め
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に

よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
一
人
ひ
と
り
の
個
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
成
長
分
野
に
リ
ソ
ー
ス
を

シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
課
題
先
進
国
で
あ
る
日
本
が
抱
え
る

問
題
を
国
内
問
題
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、

地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
認

識
の
も
と
、
よ
り
シ
ー
ム
レ
ス
な
国
際
連
携
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
団
連
が
担
っ
て
き
た

経
済
外
交
を
通
じ
、
ラ
イ
ク
・
マ
イ
ン
デ
ッ
ド
・
カ

ン
ト
リ
ー
ズ
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
の
解
決
や
経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
海
外
の
活
力
を
積

極
的
に
日
本
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
内
な
る
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
を
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
経
団
連
と
し
て
、
持
続
可
能
な
成
長
戦
略
の
実

行
に
向
け
て
、
具
体
論
で
の
施
策
を
提
示
し
、
旧

来
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
我
々
の
み
な
ら
ず
国
民
全
員
の
理
解
を
得

る
よ
う
、情
報
発
信
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
を
実
践
す
る
た
め
に
、
経

団
連
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
特
に
政
府

と
の
政
策
対
話
を
重
ね
、
規
制
緩
和
や
労
働
法
制

の
改
革
を
行
い
、
民
間
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
に
は
、
経
団
連
が
旗
振

り
役
を
担
う
必
要
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
資
本
・

人
材
の
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
効
率
よ
く
活
用
し

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
中
で
勝
ち
抜
く

日
本
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
が
、
失
わ
れ
た
30
年
か
ら
脱
し
、
次
の
経
済
成

長
に
転
じ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
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燃
料
の
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
関
連
分
野
な

ど
、
新
た
な
成
長
分
野
で
の
事
業
展
開
に
も
挑
戦

し
て
い
る
。
海
外
の
事
業
現
場
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ

の
実
装
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
協
力
、
先
端
技

術
分
野
へ
の
先
行
投
資
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
一

方
、
こ
う
し
た
海
外
で
の
実
績
を
テ
コ
に
、
国
内

市
場
の
活
性
化
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
せ
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
地
政
学
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
経
済
活
動
に
お

い
て
も
安
全
保
障
の
視
点
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。
資
源
に
乏
し
く
、
か
つ
権
威
主
義
国
家
に
囲

ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
戦
略
的
自
律
性
と
戦

略
的
不
可
欠
性
の
確
立
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

以
前
に
も
増
し
て
商
社
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
戦
略
物
資
の
確
保
と
安
定
供
給
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
、
そ
し
て
食
料
安

全
保
障
の
強
化
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
、
脱
炭
素
化
や
低
炭
素
化
の
た
め
の
多
種

多
様
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
こ
と
も

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｃ

Ｃ
Ｓ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
、
排
出
権
、
次
世
代
燃
料
、
新

地
政
学
リ
ス
ク
の
中
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
安
定
供
給
に
尽
力

る
。
Ｇ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
、

ラ
イ
ク
・
マ
イ
ン
デ
ッ
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー
ズ
（
同
志

国
）
な
ど
の
仲
間
作
り
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
経
済
外
交
を
推
進
し
、
業
界
間
の
連
携
を

通
じ
て
知
見
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
ま
た
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
様
々
な
領
域
で
革
新

的
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
と
連

携
も
、
課
題
解
決
の
た
め
に
有
用
で
あ
る
。
我
々

と
し
て
は
、
い
わ
ば
実
験
の
場
と
し
て
自
社
関
連

の
事
業
会
社
を
提
供
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
発

掘
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
組
織
内
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
汎
用
性
・
受
容
性
を
高
め
る
に

は
、
組
織
構
成
員
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
経
験
、
国
籍
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
わ

な
い
人
材
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
特
に
外
国
人
材
登
用
の

た
め
に
は
、
給
与
レ
ベ
ル
を
国
際
水
準
に
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
外
部
環
境
の
不
確
実
性

が
高
ま
る
中
で
、
経
済
成
長
を
果
た
し
、
サ
ス
テ

技
術
開
発
な
ど
、
ど
れ
が
最
も
効
果
を
発
揮
す
る

か
は
、
各
国
政
府
が
、
当
該
国
の
置
か
れ
た
立
地

条
件
や
推
進
の
た
め
の
枠
組
み
な
ど
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
並
行
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
向
け
、
引
き
続
き
調

達
先
の
多
様
化
や
安
定
供
給
先
の
確
保
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
太
平
洋
の
新
興
国
を
中
心
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
量
的
に
拡
大
す
る
中
、
ブ
ル
ー

Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
ア
ン
モ
ニ
ア
と
水
素
の
供
給
体
制
の
確

立
を
含
め
、
責
任
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
Ｅ
Ｖ
・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
化
の
潮

流
に
呼
応
し
、
電
池
材
料
な
ど
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ミ

ネ
ラ
ル
（
重
要
鉱
物
）
の
安
定
供
給
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
地
政
学
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
食
料
安
定
供
給
の
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
で
は
、
持
続
的
な
食
料

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
環
境
負
荷
低
減

の
課
題
が
あ
り
、
経
済
性
や
生
産
性
に
留
意
し
つ

つ
も
、
持
続
性
の
高
い
農
法
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
。

　
脱
炭
素
化
を
進
め
る
過
程
で
、
様
々
な
分
野
に

お
い
て
課
題
の
複
雑
化
が
進
ん
で
お
り
、
一
社
あ

る
い
は
一
国
だ
け
で
の
解
決
が
困
難
と
な
っ
て
い

経
団
連
が
旗
振
り
役
と
な
り

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
勝
ち
抜
く
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